
図書館だより   
5 月の考査期間中は図書室を利用して、勉強やリラックスしている姿が見られました。 

今年度の 2・3 年生の課題研究は、本を読むことから始まりました。良書だけど普段手に取られ 

ることの少ない本がたくさん貸出されており、嬉しいです。 

 

 

  

    開館時間   昼休み  12：15 ～ 12：55 

           放課後  15：20 ～ 16：50（月曜日は昼休みのみ開館） 

    貸出期間   2 週間 

    貸出冊数   10 冊        

  

 

  

 

     ●図書カードはなくても貸出可能です。忘れたときは申し出てください。        

   ●机を使った後は、消しごみのカスを捨てる、椅子を戻す。次のひとのために！ 

 

 

 

 

本校では毎年読書感想文コンクールに参加しています。対象は 1・2 年生です。 

図書室では、読書感想文に関する講座を企画中です。 

読書感想文が苦手な人、より深く書いてみたい人はぜひチェックしてみてください。 

 

「本気で読感講座」  

日 時  7 月 21 日（水）、26 日（月）、27 日（火） 8：00 ～ 8：30 

 対 象  1・2 年生 3 日間連続受講講座です。 

 

                

 

 

1位 顔と表情の人間学香原志勢 

2位 子どもの学校河合隼雄 

3位 心理学でわかる女子の人間関係・感情辞典 石原加受子 

 

課題研究のための本が貸出されています。ソードアートオンラインなどの 

ライトノベルも学年問わず人気です。 

図書室の利用について 

第 1 号 令和 3年 5 月 

北摂三田高等学校 図書室 

北三図書室 貸出ランキング 

読書感想文コンクール（1・2年生）にむけての、試み 

ここに注意！ 

「本気で読書感想文」のすすめ 
 

 こんにちは。今回は、みなさんが小学生の時から毎年のように書き続けている読書感想文のお話です。読書感想文

という名前を聞くだけで、「またやってきたか～」というみなさんの溜息が聞こえてきそうですね。夏休みの宿題のな

かでも、特に気が重いと感じる人が多いのではないでしょうか。が、ここはあえて逆転の発想をしてみましょう。今年

の夏は、「本気で読書感想文」に取り組んでみませんか？みなさんの先輩には、全国大会で入賞して東京での授賞式に

招待された人もいますよ。本を読むのも文章を書くのも苦手という人も、この夏は、読書感想文を通して自分の世界

を広げてみましょう！ 

 

 

読書感想文Q＆A  

           「読書感想文をどうやって書いたらいいかわからない」 

「どんな本を読んだらいいかわからない」そんな声にお答えします。 

 

 

読書感想文は、何のために書くの？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

「課題読書」・「自由読書」って何？ 

 

 

 

 

 

 

 

なぜ本を読むことが大切なのかな？ 

 

 

 

どんな本を読んだらいいんだろう？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊参考 読書感想文全国コンクール公式サイトhttps://dokusyokansoubun.jp/ 

一冊の本が、人生を変えてしまうことがあります。本の中で旅をしたり恋をしたり、冒険をしたり

…。現実の生は一度きりですが、人は本の中で様々な体験ができます。登場人物と自分の生き方や

考え方を比べて、共感したり反発したりします。また、本を使って、疑問に思ったことを解決する

ために調べることもできます。本は、読む人の心を育ててくれるのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思いっきり楽しめたり、自分を見つめなおしたり、新しいことを教えられたり…。自分の心を突

き動かしてくれる本が、その人にとっての「よい本」だといえます。自分に合った、心を動かさ

れる本を探してみましょう。迷ったら、自分のことをよく知っている人、たとえば家族や担任の

先生、教科の先生、部活の顧問の先生に相談してみましょう。本の専門家の、図書室の先生に相

談してもよいでしょう。図書室にはいろんな本を置いています。気軽に足を運んで、あなたにと

っての「よい本」を探してみましょう！ 

 

 

 

書くことによって考えを深められるからです。読書感想文を書くことを通して、思考の世界へ

導かれ、著者が言いたかったことに思いをめぐらせたり、わからなかったことを解決したりで

きるのです。ですから読書感想文は「考える読書」ともいわれます。また、どんなに強く心を動

かされても、時がたてばその記憶が薄れてしまいます。読書感想文は自分自身の記録です。読

み返すことによっていつでも「感動した自分」に出会うことができるのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読書感想文コンクールの主催者が指定した本を読んで書くのが「課題読書」です。新しく出版さ

れたたくさんの本の中から、年齢に合わせて、多くの感動を得られたり新たな知識を得られたり

する本をフィクション、ノンフィクション、外国作品などから選んだものです。一方、自分で読

みたい本を自由に選んで読書感想文を書くのが「自由読書」です。フィクションでもノンフィク

ションでもかまいません。読書感想文は「読書の幅」を広げるチャンスですよ。ふだん読む本と

は違ったジャンルに挑戦してみてもよいのでは？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


